
平成21年度自治会花壇コンクール

つべつふるさとまつり

まちの話題 最高の音色で町民を魅了！オーケストラによるコンサート

今月の表紙　チミケップ湖カヌー体験　～　原始の湖でカヌーを体験しました ～

温故知新
道路のごみ清掃ボランティア
豊永　竹林　信三　さん



18
回
目
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
が
、
９
月
９
日
と
10
日
の

２
日
間
、
津
別
神
社
近
く
の
町

道
を
会
場
に
開
か
れ
、
多
く
の

町
民
が
秋
の
祭
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
町
内
の
商
店
街

や
職
場
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ

る
手
作
り
の
出
店
や
実
行
委
員

会
に
よ
る
ワ
ン
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

や
お
面
な
ど
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー

41
店
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
絶
好
の
お
祭
り

日
和
に
恵
ま
れ
、
開
始
早
々
か

ら
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
、
フ
ア

フ
ア
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

巨
大
迷
路
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
に
は
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
声
が
響
き
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
津
別
神
社
秋
季

例
大
祭
の
み
こ
し
や
子
ど
も
み

こ
し
、
駒
踊
り
が
町
を
練
り
歩

き
、
五
差
路
周
辺
に
は
、
多
く

の
見
物
客
が
訪
れ
、
２
日
間
ま

つ
り
一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

おめでとうございます

最優秀賞

・布川自治会婦人部

優秀賞

・幸町自治会女性部

・活汲中央自治会婦人部

優良賞

・活汲第３自治会婦人部

・西町自治会

奨励賞

・共和第２自治会

・相生老人クラブ

・本町自治会婦人部

努力賞

・津別小学校

・本岐小学校

今
年
も
町
内
各
地
に
設
置
さ

れ
た
花
壇
で
、
自
治
会
や
学
校

な
ど
各
団
体
の
み
な
さ
ん
が
、

心
を
込
め
て
植
え
育
て
た
花
が

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

31
回
を
数
え
る
今
回
は
、
８

月
25
日
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推

進
協
議
会
の
役
員
９
人
に
よ
る

現
地
審
査
が
行
わ
れ
、
19
団
体

の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や
配
色
、

花
の
生
育
や
手
入
れ
状
況
な
ど

５
項
目
か
ら
審
査
を
行
い
、
10

団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
町

内
19
ヶ
所
の
写
真
は
、
役
場
の

正
面
玄
関
と
中
央
公
民
館
に
掲

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
越
し

の
際
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

優秀賞　幸町自治会女性部

優良賞　活汲第３自治会婦人部

優秀賞　活汲中央自治会婦人部

優良賞　西町自治会

最優秀賞　布川自治会婦人部

チョコバナナやわたあめ、フランクフルトは祭りの定番です！

津別の伝統芸能駒踊り

毎年大人気のフアフア

がんばってみこしを担ぐ子供たち

ジュースを飲んでひとやすみ
勇壮に町を練り歩くみこし衆に多くの観衆が見入りました

みなさんの募金をお願いします

多くの家族連れが訪れたふるさとまつり



原
田
会
長
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
お
い

て
、
８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
部
会
長
打

ち
合
わ
せ
会
議
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、「
私
た
ち
が
ま
と
め
た
基
本

構
想
（
案
）
の
内
容
及
び
３
つ
の
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討
状
況
を
受
け
、

行
政
側
の
先
導
的
な
役
割
の
一
環
と
し
て
、

大
通
り
を
中
心
と
す
る
商
店
街
の
活
性
化

や
『
田
園
工
房
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
』
を
目

指
し
た
拠
点
づ
く
り
を
行
う
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
運
営
形
態
は
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
具
体
化

さ
れ
た
も
の
を
受
け
、
そ
の
体
制
づ
く
り

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
関
係
は
、
各
部
会
の
中
で
も
生
活
館

構
想
、
あ
る
い
は
、
住
民
ふ
れ
あ
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
観
光
案
内
所
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

と
も
関
連
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
に
お
い
て
、
３
つ
の
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
こ
の
間
の
検
討

作
業
の
進
行
状
況
と
今
後
の
計
画
づ
く
り

に
向
け
た
考
え
方
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、

国
道
２
４
０
号
に
面
し
て
い
る
大
通
り
に

津
別
の
顔
と
賑
わ
い
を
つ
く
り
、
津
別
を

売
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
柱
に
、

そ
の
た
め
の
行
政
の
役
割
や
商
工
業
者
の

方
々
の
協
力
、
あ
る
い
は
、
空
き
店
舗
を

利
用
し
各
団
体
の
方
々
が
活
躍
で
き
る
場

を
つ
く
っ
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
場
産
業
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、
基

幹
産
業
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
農
林
商
工
の
連
携
と
町
民
の
協
力

に
よ
り
、
津
別
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

新
し
い
特
産
品
の
開
発
、
地
場
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

柱
に
、
津
別
な
ら
で
は
の
「
食
」
に
よ
る

地
場
産
業
の
活
性
化
へ
の
可
能
性
を
追
求

し
、
消
費
者
志
向
の
安
全
で
美
味
し
い

『
日
本
一
の
「
食
」
産
業
の
創
出
』
に
向
け

各
団
体
と
の
協
議
経
過
を
含
め
今
後
煮
詰

め
る
べ
き
方
向
性
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
出
来
上
が
る
計
画
の
実
行
に
向

け
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

方
々
の
情
報
を
受
発
信
す
る
と
と
も
に
、

活
動
に
関
わ
る
多
く
の
団
体
や
町
民
が
と

も
に
手
を
携
え
、
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
行
い
活
発
な
活
動
を
生
み
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
核
と
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

今
回
の
策
定
審
議
会
は
、
実
行
計
画
作

成
に
向
け
た
終
盤
の
討
議
の
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
半
の
１
時
間
は
、
単
一
の
部

会
の
討
議
に
と
ど
ま
ら
な
い
課
題
に
関
し

て
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
合
同

部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
念
頭
に
、

「
自
治
会
連
合
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
自
主
活
動

体
制
の
構
築
と
活
動
拠
点
施
設
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
生
活
部
会
と
住
民
活
動
部

会
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
二
つ
目
は
、「
津
別

の
産
業
と
津
別
を
学
び
楽
し
む
人
づ
く
り

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
部
会
・

産
業
部
会
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
三
つ
目

は
、「
自
然
及
び
環
境
資
源
を
生
か
す
人
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
み
ど
り
部

会
・
活
汲
方
面
部
会
・
相
生
方
面
部
会
に

お
い
て
、
横
断
的
な
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

審
議
会
で
は
、
実
行
計
画
（
案
）
を
住

民
の
皆
様
に
公
表
し
、
意
見
交
換
会
や
意

見
募
集
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
の
基

本
構
想
（
案
）
の
取
り
組
み
に
準
じ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
15
回
総
合
計
画
策
定
審
議
会
・
９
月
２
日
開
催

「
町
が
舞
台
・
主
役
は
町
民
」
の
計
画
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
終
盤

〜
関
連
課
題
に
つ
い
て
合
同
部
会
を
実
施
〜

長寿医療制度のお知らせ

●「高額介護合算療養費」の申請について

・現役並み所得者：住民税の課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と

同じ世帯にいる加入者（被保険者）の方です。

・住民税非課税世帯

区分2：世帯全員が住民税非課税である方に適用されます。

区分1：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方に適用され

ます。

・世帯全員が所得０円かつ公的年金受給額80万円以下の方

・老齢福祉年金を受給されている方

支給の対象となる方へは、12月以降に申請手続きの

ご案内をいたします。

ただし、平成20年４月から平成21年７月の間に町外

から転入された方や75歳に到達された方等の場合、以

前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とともに

下記の後期高齢者医療担当窓口へ申請が必要です。

※支給額が、500円未満の場合は支給されません。

※所得区分は、毎年７月31日現在の窓口負担割合が適用されます。

医療保険上の世帯を単位として、「お医者さんにかかったときの自己負担額」と、「介護保

険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した金額が、こ

の制度の基準額を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

支給額は、長寿医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれの保

険者から支払われます。

区　分

現役並み所得者

住民税非
課税世帯

一　般

区分1

31万円（41万円）

19万円（25万円）

56万円（75万円）

67万円（89万円）

区分2

自己負担額の
合計の基準額

通常、毎年８月からその翌年の７月末までの医療

保険と介護保険の自己負担額の合計をもとに計算し

ます。

なお、平成20年４月から制度が開始されたため、

平成20年度に限り、平成20年４月から平成21年７月

末の16カ月間の合計額で計算することができます。

その場合の自己負担額の合計の基準額は、（ ）内の

金額です。

《申請手続き》

津別町役場保健福祉課　後期高齢者医療担当y番窓口 †76ー2151
問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合　†011－290－5601

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象



第
14
回
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
と
第
23
回
日
フ
ィ
ル
子
ど
も
芸
術
の
広
場
が
、

８
月
30
日
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
行
わ
れ
た
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
講
習
会
に
は
道
内
外

か
ら
62
人
も
の
受
講
生
が
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

第
１
部
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
津
別
中
学

校
吹
奏
楽
部
員
19
人
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
講
師
１
人

の
特
別
参
加
に
よ
る
演
奏
で
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
作
曲
の
『
ラ
デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
』
と
福
島
弘

和
作
曲
の
『
春
に
寄
せ
て
』
の
２
曲
を
披
露
し
ま

し
た
。
続
い
て
日
本
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
と
セ
ミ
ナ

ー
受
講
者
で
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
の
『「
大
学
祝
典
」

序
曲
』
を
演
奏
。
第
２
部
も
同
メ
ン
バ
ー
で
ド
ヴ

ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
の
『「
交
響
曲
第
８
番
」（
全
楽

章
）』
を
披
露
し
、
会
場
を
訪
れ
た
町
民
た
ち
を
魅

了
し
ま
し
た
。

９月３日、津別町農業協同組合（山下邦

昭組合長）の主催で、活汲の観音堂の横に

ある「家畜の碑」において、関係者、世話

人の方16人が参列して、重要な役割を果

たしてきた亡き家畜に、全員が焼香を捧げ

供養が行われました。

この家畜の碑は、活汲地区の世話人の方

たちが管理してきましたが、今年から津別町農業協同組合が管理し、活汲事業所の敷地内

に移転が予定されています。この場所での家畜の供養は、今回が最後となります。

８
月
31
日
、
津
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
（
黒

田
渉
代
表
）
の
笹
本
陸
さ
ん
（
津
小
６
年
）
と
近

藤
柊
馬
さ
ん
（
津
高
３
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大

会
の
結
果
の
報
告
に
来
庁
し
ま
し
た
。
笹
本
さ
ん

は
、
７
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
石
川
県
金
沢
市
で

開
催
さ
れ
た
第
37
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
の
個
人
競
技
部
門
で
全
国

12
位
の
成
績
を
納
め
た
こ
と
を
報
告
。
７
月
31
日

か
ら
８
月
２
日
ま
で
埼
玉
県
越
谷
市
で
、
行
わ
れ

た
第
34
回
全
国
高
等
学
校
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選

手
権
大
会
に
出
場
し
た
近
藤
く
ん
と
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
ド
で
ペ
ア
を
組
ん
で
い
る
佐
々
木
大
樹
く
ん

は
惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
北
海

道
予
選
で
道
代

表
に
選
出
さ
れ

た
時
の
賞
状
を

持
っ
て
、
全
国

選
手
た
ち
の
実

力
の
高
さ
と
こ

れ
か
ら
の
抱
負

に
つ
い
て
報
告

に
訪
れ
ま
し

た
。

９
月
12
日
、
津
別
町
教
育
委
員
会

（
社
会
教
育
課
）
と
津
別
町
農
業
協
同

組
合
（
山
下
邦
昭
組
合
長
）
の
共
催
で
、

「
ア
ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ
」
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
枝
豆
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
町

内
の
小
学
生
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

双
葉
の
㈲
す
ば
る
（
山
下
邦
昭
代
表
）

の
恩
根
の
農
場
で
男
し
ゃ
く
い
も
の
収

穫
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
袋
に
入
り

き
ら
な
い
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
ジ

ャ
ガ
イ
モ
収
穫
後
、
豊
永
の
㈲
仲
田
農

場
に
（
仲
田
實
代
表
）
移
動
し
て
枝
豆

の
収
穫
を
体
験
。
地
中
深
く
ま
で
根
が

張
っ
た
茎
を
抜
き
、
丁
寧
に
袋
に
詰
め

て
家
庭
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

ア
ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ

農
作
業
体
験
、
収
穫
の
秋
で
す

全
国
の
実
力
を
肌
で
感
じ
た

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
結
果
報
告

「家畜の碑」を移転

家畜の供養を執り行う

９
月
14
日
、
午
後
１
時
か
ら
高
台
の
㈱
ど
う

と
う
農
場
（
代
表
取
締
役
　
堂
藤
　
優
）
に
お

い
て
、
北
海
道
津
別
高
等
学
校
１
年
生
、
54
人

が
参
加
し
総
合
農
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
に
作
付
け
さ
れ
、
１
２
０
日
近
く
が
経

過
し
た
農
場
に
お
い
て
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
男
し

ゃ
く
）
」
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
枝
豆
」
の
収
穫
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
雨
が
多
く
、
冷
夏
の
傾
向
に
あ
り
、

収
量
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
台
地
区
は
あ

ま
り
影
響
が
出
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

津
別
高
校
１
年
に
よ
る
野
外
活
動

総
合
農
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た

最高の音色で町民を魅了！

オーケストラによるコンサート

温
水
プ
ー
ル
「
す
い
む
」
で
水
泳
記

録
会
と
プ
ー
ル
ま
つ
り
（
津
別
水
泳
協

会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
録
会
で
は
、
自
分
の
力
に
応
じ
て

15
メ
ー
ト
ル
と
25
メ
ー
ト
ル
の
自
由
形

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
更
新
を
目
指
し

懸
命
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
記
録
会
終

了
後
に
は
プ
ー
ル
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

水
中
玉
入
れ
や
１
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ビ

ー
ト
板
に
何
人
乗
る
こ
と
が
で
き
る
か

競
う
浮
島
登
り
な
ど
４
種
類
の
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
勢
い
よ

く
プ
ー
ル
に
落
ち
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る

と
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い

プ
ー
ル
ま
つ
り
と
記
録
会
が
開
催

９
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
５
日

間
、
手
作
り
カ
ヌ
ー
体
験
（
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
主
催
）
と

進
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
と
呼
ば
れ
る
北
ア

メ
リ
カ
が
起
源
の
カ
ヌ
ー
を
２
日
か
ら

５
日
ま
で
で
作
製
。
幅
２
セ
ン
チ
、
厚

さ
５
ミ
リ
に
切
断
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
の

板
を
ボ
ン
ド
を
使
っ
て
張
り
合
わ
せ
、

表
面
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
）
を
塗
装
し
完
成
。

６
日
に
は
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
進
水
式

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
関
係
者
ら
が
２

人
ず
つ
交
代
で
、
手
作
り
カ
ヌ
ー
の
乗

り
心
地
を
味
わ
い
ま
し
た
。
で
き
た
カ

ヌ
ー
は
社
会
教
育
課
に
寄
附
さ
れ
、
今

後
の
事
業
に
使
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

体
験
型
観
光
で
手
作
り
カ
ヌ
ー

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
進
水
式

９
月
12
日
、
豊
永
の
さ
く
ら
公
園

で
陸
上
自
衛
隊
美
幌
駐
屯
地
の
炊
事

車
の
実
演
と
食
事
の
配
給
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
美
幌
駐
屯
地
第
６
普
通
科

連
帯
の
隊
員
10
人
が
炊
事
車
で
２
５

０
人
分
の
ご
飯
を
炊
き
上
げ
、
大
き

な
釜
で
カ
レ
ー
と
豚
汁
を
用
意
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
隣
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
丸
玉
産
業
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る

親
睦
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
プ
レ
ー
を
終
え
た
人
々
や
自

炊
車
の
実
演
を
見
に
訪
れ
た
家
族
連

れ
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
列

に
な
っ
て
次
々
と
出
来
た
て
の
食
事

を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

一
度
に
２
５
０
人
分
の
食
事
を
調
理

炊
事
車
の
実
演
と
試
食
を
実
施



大
阪
で
生
ま
れ
た
竹
林
さ
ん
。「
私

が
小
学
６
年
生
の
時
に
、
母
親
は
亡
く

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

戦
後
の
食
糧
難
、
昭
和
21
年
10
月
24

日
、
常
呂
町
（
現
北
見
市
）
に
農
業
開

拓
者
と
し
て
入
植
。

「
父
親
が
入
植
し
た
場
所
は
、
昭
和
58

年
の
常
呂
町
開
拓
１
０
０
年
を
記
念
し

て
森
林
公
園
の
中
に
建
て
ら
れ
て
い
る

展
望
塔
、
通
称
『
ホ
タ
テ
タ
ワ
ー
』
の

近
く
で
し
た
」
と
話
す
。

「
農
業
機
械
が
な
い
時
代
で
、
農
耕
に

は
馬
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
で
、
当

時
は
、
家
畜
の
改
良
と
向
上
を
目
的
に
、

優
秀
な
牛
、
馬
を
発
掘
す
る
た
め
、
総

合
家
畜
品
評
会
が
町
、
農
業
協
同
組
合

主
催
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

と
語
る
。

「
私
が
、
大
切
に
愛
情
込
め
て
手
入
れ

し
た
馬
が
、
昭
和
32
年
、
金
賞
、
昭
和

33
年
、
銀
賞
、
昭
和
34
年
、
銀
賞
と
３

年
連
続
し
て
受
賞
し
、
町
で
話
題
と
な

り
ま
し
た
」
と
当
時
を
懐
か
し
む
。

受
賞
メ
ダ
ル
は
、
50
年
以
上
た
っ
た

今
も
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

父
親
が
、
昭
和
41
年
に
４
月
28
日
、

73
歳
で
亡
く
な
る
。

昭
和
42
年
、
離
農
し
津
別
町
へ
。

「
住
宅
の
壁
を
作
る
仕
事
を
自
営
（
下

請
け
）
で
行
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

住
宅
建
築
現
場
で
、
セ
メ
ン
ト
に
砂

を
混
ぜ
、
下
地
に
金
網
を
張
る
外
壁

（
モ
ル
タ
ル
）
が
住
宅
の
主
流
の
と
き

で
、
忙
し
か
っ
た
で
す
」
と
語
る
。

そ
の
後
は
、
住
宅
の
外
壁
が
、
サ
イ

デ
ン
グ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
わ
り
廃

業
し
、
津
別
建
設
㈱
、
日
本
緑
化
施
設

㈱
に
勤
務
。
土
木
関
係
の
仕
事
に
従
事

し
、
平
成
15
年
、
退
職
し
現
在
に
至
る
。

「
退
職
後
は
、
健
康
維
持
の
た
め
、
交

通
量
の
少
な
い
、
日
の
出
に
毎
朝
２
時

間
ぐ
ら
い
、
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

歩
い
て
い
る
と
、
心
無
い
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
」。

「
健
康
で
元
気
な
う
ち
は
、
た
だ
歩
く

だ
け
で
は
勿
体
無
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
道
路
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
ま

す
」
と
日
課
の
環
境
美
化
活
動
は
今
後

も
続
く
。

たけばやし　のぶぞう　さん／昭和７年２月大阪府で生まれ／77歳／豊永
在住

さ
ん

道
路
の
ご
み
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

竹
林
　
信
三
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「
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
肌
は
す
べ

す
べ
し
て
柔
ら
か
く
、
ス
キ
ン
ケ
ア

は
不
要
、
余
計
な
も
の
は
塗
ら
な
い

方
が
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
最
近
、「
生
ま
れ
た
直
後
か
ら
の
正

し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
が
必
要
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
生
ま
れ
た
直
後
か
ら
の
ス
キ

ン
ケ
ア
が
必
要
？

子
ど
も
の
皮
膚
は
大
人
の
皮
膚
と

比
べ
て
薄
く
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

新
生
児
で
は
大
人
の
半
分
の
厚
み
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
皮
膚
の
表

面
に
あ
る
バ
リ
ア
機
能
（
外
か
ら
の

刺
激
に
対
抗
す
る
力
）
が
未
熟
で
あ

る
た
め
、
食
べ
物
の
汚
れ
、
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

物
質
の
侵
入
を
受
け
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
更
に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま

れ
る
前
に
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
で

羊
水
に
浮
か
ん
で
い
た
こ
と
で
、
出

生
後
に
皮
膚
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
て

乾
燥
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

肌
の
ト
ラ
ブ
ル
の
入
り
口
は
、
皮

膚
の
乾
燥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
乾

燥
を
放
置
す
る
と
「
ガ
サ
ガ
サ
す
る
」

→

ガ
サ
ガ
サ
が
ひ
ど
く
な
る
と
「
皮

が
む
け
る
」→

そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
「
バ
リ
ア
機
能
が
壊
れ
る
」→

「
皮
膚
が
か
ゆ
く
な
っ
た
り
湿
疹
が
で

き
る
」→

「
ア
レ
ル
ゲ
ン
な
ど
が
侵

入
し
や
す
く
な
る
」→

「
皮
膚
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
」
…
と
い
う
悪

循
環
が
お
き
ま
す
。

子
ど
も
の
肌
を
健
康
に
保
つ
に
は
、

日
頃
か
ら
皮
膚
を
乾
燥
か
ら
守
り
、

バ
リ
ア
機
能
を
高
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
要
素
が

あ
っ
て
も
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
高

め
て
お
く
こ
と
に
よ
り
発
症
を
あ
る

程
度
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
皮
膚
を
乾
燥
か
ら
守
る

に
は
？

入
浴
後
、
皮
膚
が
湿
潤
し
て
い
る

う
ち
に
（
遅
く
と
も
15
分
以
内
）、
全

身
に
保
湿
剤
を
塗
り
ま
す
。
乾
燥
が

続
く
場
合
は
、
朝
晩
全
身
に
保
湿
剤

を
塗
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
少

な
く
と
も
１
歳
頃
ま
で
継
続
す
る
こ

と
で
、
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
に
、
入
浴
時
に
優
し
く
泡

で
な
で
る
よ
う
に
皮
膚
を
洗
う
、
石

鹸
を
十
分
に
洗
い
流
す
、
水
分
は
皮

膚
を
こ
す
ら
ず
に
そ
っ
と
押
え
る
よ

う
に
し
て
拭
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

今
年
の
５
月
か
ら
ホ
ク
レ
ン
津
別
給

油
所
で
働
く
三
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

三
木
さ
ん
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

津
別
で
過
ご
し
た
後
、
札
幌
医
療
福
祉

デ
ジ
タ
ル
専
門
学
校
へ
進
学
し
、
プ
ロ

グ
ラ
マ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。「
学
校

の
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
友
達
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
ド
コ
モ
の
i
ア
プ

リ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
立
て
た
り
し
て
い
ま
し
た
」
と

学
生
の
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
ま
す
。

現
在
の
仕
事
は
車
の
オ
イ
ル
交
換
や

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
担

当
。「
11
日
と
12
日
に
フ
ェ
ア
が
あ
り
交

通
整
理
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
て
と
て

も
う
れ
し
く
、
忙
し
か
っ
た
こ
と
が
印

象
深
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
伺
う
と

「
も
っ
と
車
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
的
確

な
作
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
自
分

の
作
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
公
式
に
世
の

中
で
出
回
る
よ
う
な
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

優
し
い
先
輩
た
ち
の
教
え
に
助
か
っ
て
い
ま
す

三
木
　
雄
一
朗
　
さ
ん

みき　ゆういちろう さん／21歳／津別町出身／　

ホクレン津別給油所に勤務／共和

子
ど
も
の
ス
キ
ン
ケ
ア

10
月
１
日
ま
で
に
、
町
道
民
税
の
１
期
、

２
期
、
固
定
資
産
税
１
期
か
ら
３
期
、
国
民

健
康
保
険
税
の
１
期
か
ら
４
期
、
軽
自
動
車

税
全
期
分
の
納
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
届
い
て
い
る
納
付
書
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
納
付
を
忘
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
納
付
を

し
て
下
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
の
計
算
の

対
象
と
な
り
、
納
付
す
る
税
額
や
納
付
し
た

日
に
も
よ
り
ま
す
が
、
本
税
と
併
せ
て
『
延
滞

金
』
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
税
が
あ

る
と
『
督
促
状
』
を
送
付
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
納
付
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
給
与
、
預
貯
金
、
財
産
等
の
差
押

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
役
場
収
納
担
当
で

納
税
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

通
常
は
月
末
（
郵
便
局
は
25
日
）
引
落
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
振
替
日
前
ま
で
に
口
座
の

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
残
高
不
足

で
口
座
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
納
付
書

（
役
場
収
納
担
当
で
再
発
行
し
ま
す
）
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？



10
月
１
日
か
ら
職
員
の
勤
務
時

間
が
変
更
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

役
場
庁
舎
の
業
務
時
間
が
変
わ
り

ま
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
昼

休
み
で
す
が
、
窓
口
業
務
は
従
来

通
り
行
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

役
場

庶
務
グ
ル

ー
プ
†
76
｜

２
１
５
１

中
学
生
以
下
の
子
供
と
そ
の
保

護
者
、
ま
た
は
高
校
生
以
上
の
大

人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。「
ミ
ニ

チ
ェ
ア
ー
」
を
製
作
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）

11
月
３
日
（
火
）

11
月
15
日
（
日
）

12
月
６
日
（
日
）

※
各
回
と
も

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

ま
で
を
予
定

場
　
所

木
工
体
験
工
房
（
つ
べ
つ

木
材
工
芸
館
横
）

定
　
員

各
回
10
組
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

参
加
費

１
組
２
５
５
０
円

（
保
険
料
込
み
）

※
当
日
持
参
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
木
材
工
芸
協
同
組
合

†
76
｜
４
４
６
７

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
腰
痛
予
防
・

肩
こ
り
改
善
と
水
の
効
果
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
！

日
　
程

10
月
８
日
（
木
）

・
午
後
１
時
30
分
〜

・
午
後
６
時
30
分
〜

場
　
所

温
水
プ
ー
ル
す
い
む

講
　
師

上
田
知
行
さ
ん（
札
幌
市
）

対
象
者

一
般
成
人
（
男
性
の
方
も

大
歓
迎
！
）

参
加
料

無
料
（
各
自
傷
害
保
険
に

加
入
の
こ
と
）

定
　
員

各
20
人

そ
の
他

申
し
込
み
は
当
日
も
受

付
け
て
い
ま
す

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　
社
会
教
育
課
　

†
76
｜
２
７
１
３

７
月
28
日
実
施
の
３
歳
児
健
診

で
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

伊
藤
　
四
葉
ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

小
林
　
　
空
く
ん
　
（
布
川
）

百
瀬
　
　
奏
く
ん
　
（
豊
永
）

中
野
　
崇
之
く
ん
　
（
旭
町
）

加
藤
　
郁
也
く
ん
　
（
大
通
）

蒲
生
　
優
斗
く
ん
　
（
達
美
）

庄
子
　
竜
大
朗
く
ん
（
高
台
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
　
†
76
｜
２
１
５
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産

事
業
は
、
農
林
漁
業
や
食
品
産
業

を
営
む
方
に
、
長
期
・
低
利
資
金

を
融
資
す
る
政
策
金
融
機
関
と
し

て
、
経
営
改
善
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

当
公
庫
の
『
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
』
は
、
生
産

物
の
価
格
下
落
や
自
然
災
害
等
に

見
舞
わ
れ
た
農
林
漁
業
者
に
対
す

る
制
度
資
金
（
長
期
運
転
資
金
）

で
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
融
資
の
ご

相
談
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
・
銀
行
・

信
金
で
も
承
り
ま
す
。
農
業
者
等

の
販
路
拡
大
支
援
『
ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ

ッ
チ
ン
グ
』
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
政

策
金
融
公
庫
北
見
支
店

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

†
０
１
２
０
｜

９
２
６

４
７
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

F
A
X
０
１
５
７
｜

61
｜

８
２
１
５

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
児
童
館
の
愛
称
が
「
つ
べ
つ
ん
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
命
名
し
た
の

は
津
別
小
学
校
４
年
生
の
藤
岡
篤

也
く
ん
で
「
こ
ど
も
の
あ
だ
名
み
た

い
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と

命
名
の
理
由
を
明
か
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
、
離

職
者
で
あ
っ
て
就
労
意
欲
が
あ
る

方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い

る
方
又
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
６
ヶ
月
間

を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を
支
給

す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課

†
76
｜
２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎車上狙い事件発生！

８月中、美幌町店舗駐車場、津別町施設駐車場にお

いて、車内から現金などが盗まれる車上狙いが発生し

ています。

◎空き巣事件発生！

美幌町、津別町で、一般住宅に空き巣が入り現金が

盗まれたり、空き巣未遂と思われる窓ガラス破りが発

生しています。

◎知事から振り込め詐欺被害防止のメッセージが出て

います

「今年６月末で全道124件、被害総額約１億3,000万円

の被害が発生していることから、家族の絆を深め、家

族の合言葉を決めて被害にあわないよう、又、家族間

のコミュニケーションによる予防を地域にも浸透させ

てください」とメッセージが出ています。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

夕
暮
れ
時
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

住民活動

グループ

†７６－２１５１

夏
の
終
わ
り
と
と
も
に
過
ご
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
も

短
く
な
り
、
下
校
や
職
場
か
ら
の
帰

宅
な
ど
薄
暗
い
中
を
活
動
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。

昼
の
明
る
さ
と
夜
の
暗
さ
が
入
れ

替
わ
る
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
、
特
に

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
対

向
車
や
歩
行
者
、
自
転
車
が
薄
暗
い

景
色
に
ま
ぎ
れ
て
見
え
に
く
く
な
る

ば
か
り
か
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
視

野
が
狭
く
な
り
、
周
囲
へ
の
注
意
が

不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
に
努
め
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
、
自

分
が
周
り
か
ら
「
見
え
て
い
な
い
」

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
、
常
に

周
囲
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
収
穫
時
期
は
、
農
産
物
の
輸

送
で
大
型
車
両
の
通
行
が
一
段
と
多

く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
お
互
い

に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

児
童
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
公
庫
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
貸
付
に
つ
い
て

ホームページアドレス
http://www.afc.jfc.go.jp/

津
別
町
役
場
の
業
務
時
間

が
変
更
さ
れ
ま
す

親
子
・
大
人
木
工
教
室
の

参
加
募
集

日　時 10月４日（日）午前11時45分（１時間）

（高石ともやマラソンゴール後開催）

場　所 津別町さくら公園

（豊永・ふれあい公園パークゴルフ場となり）

入　場 無料〈雨天決行〉

駐車場 駐車場に限りがありますのでご注意ください。

主　催 地域再生プロジェクト推進協議会

後援　津別町・津別町教育委員会

問い合わせ先 事務局（役場†76－2151内線238）

～高石ともや「癒しの空間」コンサート～

わたしの子供たちへ（豊かな自然との対話）

現在、津別町では森林セラピー基地をめざして取り

組んでいます

フォークシンガー高石ともやが
第８回つべつ紅葉マラソン大会に参加

【追加申請対象者】

平成21年度特定不妊治療費助成事業の申請者を既

に行った者のうち、１回の治療につき10万円以上の

額を申請し、助成対象費が10万円を超える者で、10

万円の交付を受けている者

問い合わせ先 北見保健所　†0157－24－4173

北海道では、国の「緊急経済対策」による不妊治療

に係る助成額の拡大を受けて、特定不妊治療を受けて

いる方の経済的な負担の軽減を図るため、特定不妊治

療費助成事業を行い、従来助成限度額の10万円から

15万円に拡大することとしました。

平成21年度に特定不妊治療費助成事業の申請を既

に行った方で、10万円以上の特定不妊治療費がかか

った方についても、追加申請をすることで、平成21

年４月１日に遡って、10万円を超えた額の助成（最

大５万円）を受けることができますので、次までお問

い合わせください。

ただし、助成額の拡大（10万→15万円）について

は平成21年度限りの措置です。

水
中
運
動
教
室
の
ご
案
内

離
職
者
の
方
に
住
宅
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

◎日　　時 10月10日（土）午前9時30分に公民館前か

ら出発します

◎場　　所 弟子屈町和琴半島（約2.5kmの和琴半島遊

歩道を１時間程度で１周します）

◎参 加 費 200円（保険料）、昼食代（屈斜路プリンス

ホテルでバイキング等を選択されるかを申

込受付の時に確認いたします）

◎持 ち 物 トレッキングシューズ等の靴、飲み物等

（バイキングを希望しない方は弁当持参）

◎参加対象 町内小学生から一般町民

◎参加締切 10月６日（火）締切です

が、定員（25人）に達した

時点で締め切ります　　　

◎申込・問い合わせ先

津別町中央公民館　社会教育課

†76－2713



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

▼ようやく「２分の１」が実現
基礎年金の支給に関する国庫負担は、

これまで「３分の１」でしたが、平成16

年の法改正で「２分の１」に引き上げら

れました。少子高齢化が進む中、公的年

金の財源を持続可能にすることが目的で

す。しかし、この間の年金の支給漏れ問

題の混乱で今年まで実施が遅れました。

一方、この財源確保のために、65歳以上

の人の公的年金控除の最低額引き下げや

65歳以上で所得金額1千万円以下の人の

老年者控除廃止という問題も起きました。

▼減免を受けている人も給付額が増
低所得で保険料の減免を受けている人

は国庫負担引き上げにより、今年４月以

降の加入期間について給付額が増えます。

基礎年金の国庫負担
「２分の１」に増えました

10月は、町道民税第３期

国保税第5期の納付月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認

してください。

納期限は11月２日（月）

問い合わせ先† 76－2151 税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

《お知らせ》

住宅用火災警報器の設置

が義務付けられています。

既存住宅は、平成23年５月

31日までに設置することに

なっています。（町内の電

気店で取り扱っています）

火災予防統一標語

「消えるまでゆっくり火の元にらめっ子」

10月15日（木）～10月31日（土）

■問い合わせ先 津別消防署 † ７６－２１８９

サイレン吹鳴…10月15日～10月21日　午後８時～

消防車による町内広報…10月15日～10月31日

消防車による防火呼び掛け…10月17日 午後１時～

防火パークゴルフ大会…10月18日　午前９時～

７月号の広報で、12月から津別町の119番通報が、美幌消防署

につながることをお知らせしましたが、119番の一括受理により

美幌、津別消防署の活動人員、施設の共同運用が始まります。

美 幌 町

津 別 町

1 1 9 番

通 　 報

☆最新のシステ

ムを導入し、迅

速に出動場所を

検索します

出動命令

管区内災害出動

災害出動体制の共同運用

美幌消防署

美　　幌

美幌消防署、津別消防署災害出動体制の共同運用が始まります

☆ 災 害 出 動 体 制 の 共 同 運 用 の イ メ ー ジ ☆

※出産費用が42万円を超える場合は、その差額分は退院時に病院などにお支払いください。また、42万円

未満の場合は、その差額分を医療保険者に請求することができます。

※出産育児一時金が医療保険者から病院などに直接支払われることを望まない場合は、出産後に医療保険者

から受け取る従来の方法をご利用いただくことも可能です。

（ただし、出産費用を病院などにいったんご自身でお支払いいただくことになります。）

○NTT固定電話

○携帯電話・IP電話

○火災通報装置等

総務省では、経済的な理由などでアナログ放送からデジタル放送に移行することが難しい世帯に対する支援

を予定しています。

地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付などの支援について

対象者 「日本放送協会（NHK）の受信料の金額免除を

受けている世帯」が対象です（具体的には、生活保護

世帯等、障がい者がいる世帯でかつ世帯全員が町民税

非課税の世帯、社会福祉事業施設入所者）

※すでに、地上デジタル放送を視聴されている世帯

は支援の対象外です。

受けられる支援の内容 現在お持ちのアナログテレビに

取り付ける「簡易なチューナー」の無償給付をします。ア

ンテナ改修等が必要な場合にはその支援も行います。

申し込み先 総務省地デジチューナー支援実施センター

申込受付期間 平成21年10月１日～平成21年12月28日

注意いただきたい点

・支援の申込には、NHKと受信契約を結び、全額免除

の適用を受けることが必要です。免除申請手続きには

役場福祉担当（11番窓口）で受け付けています。

・支援は現物給付です。ご自身で購入したチューナー、

アンテナ等の費用を精算することができません。

問い合わせ先

支援制度について

・総務省地デジチューナー支援実施センター

†0570－033840（FAX044－966－8719）

上記の番号で繋がらない方は†044－969－5425

NHKとの受信契約、受信料免除について

・NHK視聴者コールセンター†0570－000588

・津別町役場保健福祉課介護福祉グループ福祉担当

†0152－76－2151

津　　別

◎引き落としが中止となる場合は

引き落としの開始後、市区町村外への転出、税額の

変更、年金の支給停止などが発生した場合は、引き落

としが中止となり、普通徴収（納付書により役場や金

融機関などで納める方法）により納めていただくこと

になります。

65歳以上の年金受給者で、住民税を納税されてい

る方にお知らせです。

◎引き落としされる住民税額は

引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した

住民税額のみです。給与所得や事業所得などの金額から

計算した住民税額は、これまでどおり給与からの引き落

とし、または納付書で納めていただくことになります。

引き落としの開始は、平成21年10月支給分の年金か

らとなります。そのため、平成21年度の住民税額のう

ち半分については、平成21年６月と8月に、これまでど

おり納付書で納めていただいております。

生活改善センター（町民会館）は、施設改修工事の

ため、平成21年11月１日から平成22年３月31日まで

の間、休館となります。

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いし

ます。

問い合わせ先 中央公民館　社会教育課　†76－2713

－ 施設休館のお知らせ －
全　額　免　除

４分の３免除

半　額　免　除

４分の１免除

給 付 水 準

これまで
免除の種類

改正後

２分の１

８分の５

８分の６

８分の７

３分の１

２分の１

３分の２

６分の５

w直接支払制度が実施されます

かかった出産費用に出産育児一時金を充てることができるよう、

原則として医療保険者から出産育児一時金が病院などに直接支払わ

れる仕組みに変わります。

今後は原則42万円の範囲内で、まとまった出産費用を事前に用意しなくてもよくなります。

q支給額が変わります
４万円引き上げ、原則42万円となります

※産科医療補償制度に加入する病院などにおいて出産した場合に限

ります。それ以外の場合は39万円となります。


